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館長巻頭言 

「むさしの」電子版発行にあたって－図書館の電子化 

 

檜 山 哲 夫 

 

 現在図書館の電子化は急速に進みつつある。ここ

でいう電子化とは貸し出し業務とか蔵書管理など

ではなく、印刷物である蔵書の内容をデジタル化し

て適当なメディアに収納し管理することである。メ

ディア(今ならＣＤとかＤＶＤ)は借り出して読ん

だり、インターネットで検索し、内容に直接アクセ

スできるようになる。増える一方の蔵書に対処する

ためにも限られた図書館のスペースの中で今や電

子化は必須となりつつある。電子ジャーナルはもと

より電子出版は今後どんどん増えるだろう。ずいぶ

ん昔から小説家や新聞記者がタイプライターを使

っていた欧米では早くから原稿の段階から電子化

されているし、日本でもワープロで書いている作家

は増えていると聞く。印刷の段階では日本でもほぼ

100％電子化されているに違いない。だからその気

になれば今直ぐにも出版物総電子化は可能なのだ。

にもかかわらず当分そうなりそうもないのはどう

してなのだろうと考える。電子辞書は確かに便利だ。

ＣＤ入りの読み物も発行されそれらを読むための

装置も売り出されていたような記憶がある。でもあ
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まり普及しない。インターネットでいろいろな文章

が読める。小説も読めるらしい。でもどうだろう。

ちょっとした情報を入手する以外に長い文章をコ

ンピュータで読んでいる人たちがどれほどいるだ

ろうか。私の場合、すこしでも長いものを読もうと

するときプリントしてしまうことが多い。何のこと

はない、結局紙の印刷物にしてしまっているのだ。

こうすれば電車のなかでも食事しながらでも読め

るし。じゃあ何のための電子化だ。まず出版までの

スピード。電子化された文章や絵や写真はほぼ瞬時

にインターネットに乗せられる。読者が印刷製本を

やるわけだから、手間はかかるが、全部自分の机の

上でできる。本屋に出かけたり注文して待ったりを

考えればむしろずっと楽ともいえる。こうした

On-demand の本や雑誌は省資源・省エネルギーの観

点からも望ましい。 

本題にもどろう。このような電子化がどんどん進

み、将来、新しく出版される書籍や雑誌が全て電子

になり、蔵書が全て電子化されたとき、図書館の閲

覧室は端末がズラッと並んだ部屋になるのだろう

か。実際多くの利用者は自分の研究室やら自習室や

らで端末を操作するから、端末のお世話係になって

いる館員はヒマをもてあますのだろうか。その他に

大学附属の図書館が果たす役割は何だろうか。 

またちょっと話題がずれるのをお許し願いたい。

この春近畿大学で開かれた学会を途中で抜け出し、

かねてから気になっていた同じ東大阪市にある司

馬遼太郎記念館を訪ねた。目的のひとつは、しばし

ば古書店の在庫全部を買い取ったりしたというこ

の読書家の作家の膨大な旧蔵書がどうなっている

のか、記念館で一部でもそれらを読めるのか知りた

いということであった。著名な建築家の設計になる

作家の旧居を改装した記念館はこじんまりしては

いたが実に立派な建物である。建物は小さいながら

も広い壁一杯の書架に作家の全著書と共に多くの

歴史関係の参考図書が私のような素人目には貴重

にみえる書物がずらっと並んでいた。読みたくなっ

て手をのばしたら、ピピピッ（実際に呼び子が吹か

れたわけではないが）と、館員（ボランティアらし

き本当によさそうな近所のおばさん的女性の方な

のだが）に注意された。建築家の考えでこれらの書

物は壁の一部をなしている装飾品なのだそうで手

を触れてはいけないとキツいお達しがあるらしく、

それをこの女性は忠実に守っているだけらしい。聞

けば蔵書はほとんど未整理のままで裏に眠ってい

るとのこと。「ああいう貴重な資料は早く整理して

閲覧できるようになるといいですね」と話しかけて

も全然通じない様子。他の来館者たちと館員たちの

立ち話を聞いているうちに、あッそうかここは「司

馬教」とでもいう宗教の聖地なんだと気づいた。遺

品はもとより蔵書までもが信仰の対象で閲覧など

畏れ多くてということらしい。司馬コレクションに

どのくらい貴重な資料が含まれているのかは知ら

ないが、この様子では当分埋もれたまま日の目を見

そうにもない。閑話休題。 

 司馬遼太郎氏に限らず、作家（殊に時代小説の）

は執筆のため沢山の資料を集める。売れっ子になり

金持ちになると大量に買い占めてしまうことも多

いと聞く。歴史学者である前館長の森田教授が、結

構貴重な資料がそうした作家の蔵書に研究者の目

にふれることなく埋もれてしまっている例は非常

に多いと言っておられたのを思い出した。今はやり

のテレビの「お宝」番組を見ているとまだまだ日本

にはいろいろと貴重な歴史的遺物がいろいろな場

所に埋もれていることが分かる。殊にそれらが書物

や記録だの書類だったりすると、値段を付けられて

個人のお宝としてしまい込まれるのを見ていて何

とも複雑な気持ちになる。こうしたものは本来公的

に収納され保存され研究者が必要なときにはいつ

でも見られるようにすべきものだろう。こうした史
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料が骨董品としての価値ももつとなれば個人の財

産であるから、話は複雑である。こうした個人蔵の

書物や文献資料は図書館や博物館が持ち主にお願

いし公的に借り出し、電子化しなくてはいけない。

こうした資料を地元で「発掘」し電子化して保存す

ることも今後大学図書館の大切な役割のひとつで

はないだろうか。 

理系の研究者にとって今や電子ジャーナルは不

可欠である。ワープロの普及は研究成果の報告の執

筆を非常に楽にしたが電子ジャーナルによってさ

らに速やかな発信が可能になった。また、研究に必

要な情報の迅速な検索と入手が非常に容易になっ

た。ここまでだと図書館の役割は購読事務だけみた

いになってしまう。だがこんなに便利な電子ジャー

ナルにも陰がある。バックナンバーの問題だ。理系

の研究者でもやはり古い論文を読む必要がしばし

ばある。これに関してだんだん対応した雑誌も増え

てきたとはいえまだまだ十分ではない。一部業者の

寡占化で急騰する購読料に加えてバックナンバー

には別料金をとる例まで出てくると、既に収蔵して

いるバックナンバー（ハードコピー）の電子化で対

応していく必要もある。 

こう考えてくると電子化されたら図書館が要ら

なくなるということは当分なさそうだ。それどころ

か新しい IT 技術に対応したりますます仕事は増え

てくる。図書館でも一昔前（といっても 10 年くら

いなのだが）使っていた 8 インチだの 5 インチのフ

ロッピーに一生懸命入れた目録データを読み出す

のに苦労した話とか技術の進歩が一時的にせよ仕

事を忙しくする例はいくらでもある。今の CD やハ

ードディスクが新しいメディアにとって代わられ

るときまた一仕事あるだろう。技術は間違いなく良

い意味で進歩していき、操作はどんどん早く易しく

なっていくには相違ないが追いつくのもまた一仕

事である。ますます忙しくなる電子化図書館の省力

化ひいては省資源化（紙だの印刷だの）の一環とし

て今回の「むさしの」電子版発行をご理解頂き、さ

らには On-demand magazine としてハードコピー化

して頂ければ幸いである。思わず print-out したく

なるような内容のマガジンを目指してがんばりた

い。読者の皆様の絶大なるご協力をお願いする次第

である。 

（附属図書館長 理学部分子生物学科 教授） 
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図書館委員寄稿 

読書する空間としての図書館 

 

戸 田   功 

 

 私の読書体験は、小学校の小さな図書室から始ま

ったように記憶している。いったい、いつどの位い

たのかもはっきりしないのであるが、そこで読んだ

本の記憶は、その時に聞こえていた子どもの遊ぶ声

や、窓から入る光、そして、少し湿った感じの手触

りがする古い挿絵付きの子ども向けの小冊子をめ

くるたびに漂って来る古い書物の匂いとともに、鮮

明に思い出すことができる。それ以来、時と所を選

ばず、行きあたりばったりに相当数の読書体験を私

自身積み重ねて来たわけであるが、私の場合、本の

内容もさることながら、それ以上に、本を読んでい

る時の状況が、私の読書体験における充実度をかな

り左右していたようなのである。少し振り返ってみ

たい。 

 考えごとをするのに最も適した状況については、

昔は馬上・枕上・厠上の三つを挙げたようである。

現代では車中・寝る前・トイレの中とでもなるので

あろうが、実際私もよく考え事をすることがある。

では、その状況で読書をするのはどうであろうか。

私の場合、電車の中での読書はどこか落ち着かず、

また目が疲れることが多かった。また、車の運転中

に朗読のテープを聞いたこともある。が、どうもし

っくり来ない。寝る前はというと、これはどうも落

ち着きすぎるようである。最後のトイレの中である

が、人によっては良いのかもしれないが、私の場合

すぐに足がしびれてしまう。これら三者は、私にと

って、どちらかというと、とりとめもなく考えをめ

ぐらすのに適した時間であって、読書体験が充実す

るためには少し違うのかもしれない。 

 ところで、私が最も本を読んでいるのは、実は本

屋の店頭である。古書であれ新本であれ、とにかく

行って手に取り、まずは読む。実際に目を通して、

一通り内容の見当を付けてから買うという習慣が

ついてしまったのは、学生時代から購入資金と置き

場所が慢性的に不足していたからであるが、そこで

の読書体験（？）はというと、情報をとにかく効率

的に仕入れているという感覚である。従って、充実

しているとは言い難いのではないかと思う。では、

いったいいつ、私は最も充実した読書体験をしたの

であろうか。 

 振り返ると私の場合、それは購入した本を抱えて

近所の図書館に行き、図書館の本に囲まれて読んだ

時だったように思う。幸いその図書館の机のいくつ

かは書棚の間に埋もれるように置いてあり、また、

もっと幸いなことに、利用者の姿はめったに見られ

なかった。この、時代遅れともいえる状況が、私に

とって最も読書するのに適していたようなのであ

る。……はたしてそれは、私の最初の読書体験によ

るものだったのであろうか。 

（教育学部 国語教育講座 助教授） 
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図書館に脳を感じる 

 

菰 田 文 男 

 

 経済学部で国際経営論を担当している私の今の

研究テーマは脳です。経済学の研究者がなぜ、と思

われるかもしれません。しかし不思議でもなんでも

ありません。社会や経済を日々動かしているのは、

互い相互作用している地球上の約６０億の脳だか

らです。 

  脳が生まれたのは約６億年前といわれています。

その後気の遠くなるような進化の歴史を経て、今の

私たちの脳が生まれました。 

 人間の脳と他の動物のそれとの違いを際立たせ

ているのは、人間の脳は心のイメージ（表象）を作

り、そのイメージを言葉で表現し、道具や機械を作

ることができるということにあります。脳がイメー

ジや道具・機械を作ることを、脳の「外化」と言い

ます。私たちは、心地よい会話を脳の記憶回路に外

化したり、有望なアイデアを実験装置として外化し

たりします。毎日世話になっているパソコンも、大

学という社会組織も皆、外化された脳です。 

 私たちの脳は、外化された脳と相互作用して、さ

らに新しいイメージや新しい技術を開発し続けま

す。動物とは違う、人間だけが持つ豊かで精緻な心

や意識は、外化された脳の協力なしにはありえませ

ん。例えば、何かを考える場合も、始めからすべて

を考えているのではなく、実際に発話したり文章化

しながら、話された言葉や文書と相互作用しながら

推論を続け、新しいイメージを作りあげるのです。 

 もちろん図書館に大量に所蔵されている著作や

論文も、すべて外化された脳です。しかも偉大な学

者、すぐれた先学たちが心血を注いで外化した第一

級の脳です。ふだん私たちはキャンパスの一角にあ

る図書館は何と気なしに通り過ぎますが、たまには

私たちの想像力を少しばかり膨らませると、そこで

偉大な先学達の脳のニューロン（神経細胞）が唸り

をあげながら猛烈に働いているのを感じとれるか

もしれません。 

 しかし、いかに優れた外化された脳であっても、

生きた脳がこれと相互作用することなしには生か

されません。図書館の使命は、脳と外化された脳と

を結びつけて、新しいより優れた心のイメージを作

りあげる場を提供することにあるのでしょう。 

 私には密かに抱いている仮説があります。それは、

将来の図書館は出版社の編集部の役割を果たすよ

うになるのではないかということです。現在、街に

ある公立図書館は市民に書籍を提供しています。今

でも自伝の自費出版のような形での社会へのメッ

セージの発信はよく見受けますが、インターネット

という新しいネットワークがさらに普及し、また大

衆消費社会が成熟してくると、誰でも皆、より手軽

に自分の考えや趣味などを社会に向けて発信した

くなります。図書館はそのための資料を提供し、文

書化のノウハウを伝授するような役割を持つ、知的

なサロンのようなものになるのではないかと思う

のです。 

 脳と外化された脳とを結びつける役割をしてい

る図書館が、これからも進化し続けねばならないこ

とは間違いないでしょう。 

（経済学部 経営学科 教授）
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地域に根ざすイギリスの図書館 

 

岩 見 良太郎 

 

一昨年の夏から１年少し、在外研究でロンドンに

滞在した。この間、毎月二本のルポルタージュの連

載を日本に送る必要があった。私の専門は都市計画

なので、イギリスのまちづくりにかかわるテーマが

中心であった。できる限り現地取材を心がけたが、

合わせて現地の生資料や新聞記事、さらには都市計

画事業に関わる報告書の類もできるだけあたるよ

うにした。そんなとき、地域の図書館にはひじょう

に助けられた。イギリスの地域図書館は日本の図書

館に比べて、設備的には見劣りがする。しかし、地

域とのつながりを大切にしているという印象をう

けた。 

たとえば、たいていの図書館にマイノリティのた

めの図書コーナーがあり、ベンガル、ソマリー、ト

ルコ語といった様々な言語の本が並べられている。

もちろん図書館のパンフレットなども数カ国の言

語で書かれている。まちづくりも、マイノリティが

住む貧困地域の再開発が熱心に行われているが、図

書館でも彼らへの配慮がなされているのである。 

ペッカムというイギリスで最も貧困で危険だと

いわれている地域で行われたまちづくりを調査し

たときには、ローカルスタディーズ・ライブラリー

が非常に役だった。名前の通り地域の様々なデータ

が蓄積されている図書館だ。地域図書館に隣接して

建てられていたが、一部屋だけの小さな図書館だ。

ペッカムのまちづくりに関する報告書や本の類は

いうまでもなく、雑誌と新聞のスクラップも整備さ

れている。地域新聞や住民団体のニュースなどがも

れなく保存されているから、まちづくりに対する地

域の反応をよりリアルにホローすることができた。

カラーレーザーコピー機が据えられており、写真な

ども、きれいにコピーすることができた。職員が２

名いたが、なかなか親切だ。住民からの問い合わせ

の電話が頻繁にかかっていたが、職員がひじょうに

ていねいに応えていたのが印象的だった。 

ちなみに、ペッカムでは、都市再生事業の一環と

して、ひじょうにりっぱな図書館がつくられた。地

域の前衛的な建築家のデザインによるもので、賞も

とり、全国的に有名な図書館だ。デザインも奇抜だ

が、注目すべきはその中味だ。たとえば、その３階

には広々としたフロアーに、CD コーナーとパソコ

ンコーナーがしつらえてある。ペッカムのような貧

しい地域ではこうした図書館がない限り、なかなか

このような情報機器には接近できないので、地域の

人々にとっては他の地域以上に大きな意味を持っ

ているだろうと思われる。実際、何回か訪ねたが、

いつも多様な国籍の人々で溢れていた。もう一つ、

この図書館で注目されるのは、失業者に対する職業

斡旋、再教育施設としての役割も兼ね備えているこ

とだ。３６％という失業率だから、就職はこの地域

の最重要課題なのである。文字通り、図書館が地域

のくらしの拠点としての役割を果たしているので

ある。 

（経済学部 社会環境設計学科 教授）

ペッカム図書館（ロンドン）のパソコン・CD コーナー
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電子ジャーナルの将来 

 

紺 谷   浩 

 

私は本学理学部物理学科に所属する教官で、物理

学における物性理論と呼ばれる分野が専門です。物

理学者は日常的に、アメリカ物理学会の発行する

Physical Review や、日本物理学会の発行する

Journal of Physics Society of Japan といった物

理学の専門誌に掲載される論文に目を通し、自分の

研究に必要な論文を見つけて勉強します。また自分

自身の研究成果を（年に数本）論文にまとめて物理

学専門誌に投稿し、レフェリーによる査読の後、掲

載されます。こうした研究者と学術雑誌との密接な

かかわりは、物理学者に限らず数学や化学、工学な

どを専門とする理系研究者にとって共通でしょう。 

 

 専門誌に掲載される「情報」は全世界の研究者に

平等に開かれていて、学問の社会における平等性を

強く支えてきましたが、その状況が近年変わりつつ

あるようです。その最大の契機は、最近 5 年ほど前

から急速に普及した、「電子ジャーナル」の出現で

しょう。その普及により、必要な論文を各雑誌の発

行元のホームページから電子ファイルの形でダウ

ンロードして閲覧が可能になり、研究の効率が大幅

に向上しました。（その副作用として、図書館に足

を運ぶ機会が極端に減りました。）しかし一方で、

電子ジャーナルのサービスを提供できない弱小出

版社の雑誌は衰退し、学術雑誌の寡占化がすすみま

した。近年、一部有力雑誌の価格が高騰して問題に

なっていますが、上記のことも一因であると推察さ

れます。購読料の高騰に伴い、埼玉大学のような中

規模の大学では残念なことに、一部の必要不可欠な

雑誌の講読が不可能になりつつあります。事実、本

学物理学科が購入する専門誌は平成 8 年度には 28

タイトルありましたが、平成 13 年度には 16 タイト

ルにまで減少しました。 

 

 電子ジャーナルは元来研究者の便宜のために開

発され、普及したものです。しかし小規模の研究機

関ではその恩恵を十分に得る事ができず、逆に購読

料の急騰のあおりで購読雑誌数は減少するばかり

です。つまり、電子ジャーナルの出現が学問の世界

の「平等性」を破壊するという、皮肉な現象が起き

つつあります。いま埼玉大学をはじめ日本国中の大

学で、オランダのエルゼビア社が出版する理系電子

ジャーナル（SD21）の購読料の高騰について悩まさ

れています。SD21 は生物系から物理・工学系まで

1200 タイトルに及ぶ雑誌を網羅するもので、この

購読が不可能になると、研究に重大な支障を生じる

研究者が本学には多数います。しかし埼玉大学では

購読が継続できるかどうか、微妙な状況にあります。

「研究大学」を標榜する埼玉大学にとって、由々し

き事態です。 

 

電子ジャーナルの世界は日進月歩であり、その状況

は極めて流動的です。今後とも学問の世界における

「情報の平等性」が守られることを祈るばかりです。 

（理学部 物理学科 助教授）
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ケヤキ紅葉の向こうに 

 

三 島 健 稔 

 

「山路を登りながら、かう考えた」と漱石は言う。 

「智に働けば角が立つ。情に棹させば流される。

意地を通せば窮屈だ。」 

全くだと思う。さらに、 

「兎角に人の世は住みにくい。住みにくさが高じ

ると、安いところへ引き越したくなる。どこへ越

しても住みにくいと悟った時、詩が生れて、畫が

出来る」 

とも。成る程と思う。ただ、詩人でも画家でもない

ので詩や画は出来ない。詩人や画家は頭に映った響

きや色相などを美しく表す才に恵まれているので

あろう。 

 

人気の少ない早朝、漸く散り始めたケヤキ紅葉を

踏みながら、漱石と共に山路を登る気分に浸ってい

ることが少なくない。詩や画は出来ないが、『草枕』

の冒頭を想うだけでも山路に分け入った心地には

なれる。書物とは如何にも有り難い作用を持つもの

だ。 

これは文学や哲学の書物に限らない。自然科学の

書物も同様である。一つの式に込められた世界が動

きだした時の感激は非常に大きい。鬱蒼たる山路で

突然眺望が開けた様な、自然の神秘を見出した様な

喜びである。更に言えば持続する喜びである。自ら

見出したのであれば一層強烈な感慨を引き起こす

のであるが、書物の世界でも十分に感興を呼び起こ

し感慨に浸ることが出来る。これは繰り返し持続す

るところが一層有り難い。 

ゲーテの畏友Ｍ･フォン･クリンゲルは、 

「真の人は、彼の義務が要請する時と場合におい

てのみ、世界の舞台に現れねばならないが、その

他では一個の隠者として、彼の家族の中に僅かな

友人とともに、また、彼の書籍の間に、精神の風

土に生活しなければならない」 

と言う。日本の古典に見る様な述懐であり印象に残

っている。「世界の舞台」はある種の職責と思えば

良い。一度その舞台に立った以上「千万人と雖も我

行かむ」の気概も必要である。しかし、舞台を降り

れば、クリンゲルでなくても「一個の隠者として…

書籍の間に、精神の風土に生活」したいものだと思

う。時節なのであろうか、以前にも増して自然に思

えるのである。 

 

活字離れを憂える話を屡々耳にする。恐らく、幾

たび読んでも味わいのある書物、鋭く持続する感激、

仄かな美しさを投影する書物に出逢っていないだ

けであろうが、真に惜しまれることである。筆者は、

その様な書物に、また、師友に恵まれたことが限り

なく有り難く、深く感謝している。 

ただ人は情けあれかし朝顔の 

花の上なる此の露の世に（作者不詳） 

等と感傷に耽るのではないが、ケヤキ紅葉の向こう

にある自然の美しさや不可思議さに今更ながら驚き、

また、ケヤキ紅葉の向こうに在る図書館を見ては、

深山に分け入った感慨に浸っているこの頃である。 

（工学部 情報工学科 教授） 
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報  告 

「第３７回関東地区国立大学附属図書館職員研修会」開催 

 

 

「第３７回関東地区国立大学附属図書館職員研修

会」が１０月２３日～２４日の２日間に渡り、埼玉

大学附属図書館を会場に開催された。 

  関東地区の近隣の国立大学等１２機関から１９

名の参加があった。 

  今回は、「情報リテラシー教育における大学図書

館の役割」をテーマとして実施した。 

 １日目は、檜山図書館長の挨拶の後、群馬大学附

属図書館の片山情報サービス課長から「大学図書館

における情報リテラシー教育の展開－最近の動向

を中心に－」の演題で講演が行われ、続いて埼玉大

学教育学部の野村助教授から「情報教育と大学図書

館の役割」について講演があった。 

 当日は、各機関からの参加者に加えて埼玉大学職

員も熱心に聴講した。 

 

 ２日目は、各大学から情報リテラシー教育に関す

る事例報告及びそれに関しての共同討議が活発に

行われた後、図書館内を見学し、全日程を終了した。 

 本研修では、大学図書館における情報リテラシー

教育支援の在り方や実態を把握すると共に、教官側

からの大学図書館への期待や担当者同士の活発な

情報交換を通じて今後の情報リテラシー教育支援

に関する知識の向上が達成された。 

（情報管理課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

米国の大学図書館に資料の依頼（文献複写・相互貸借）が 

できるようになりました 
 
 

附属図書館では、本学の教職員や学生・院生など

学内利用者が、埼玉大学に所蔵されていない資料を

必要とするときは、学外に文献複写や現物貸借の依

頼を行っています。このサービスを図書館間相互貸

借（ILL：InterLibrary Loan）といいます。このう

ち、国内に所蔵機関がない資料については、海外の

所蔵機関を探して依頼・入手をして利用者に提供し

ています。これまで海外の依頼先となる機関は、依

頼・提供・料金支払いの仕組みが確立している英国

の BLDSC（英国図書館原報提供センター）が主なと

ころで、それ以外の図書館とは料金支払方法などの

面で、十分なサービスができておりませんでした。

この状況は他大学でもほぼ同様であり、海外の図書

館との間での文献複写を含む図書館間相互貸借の

改善が求められていました。 

このような中、国立情報学研究所の NACSIS-ILL

システムと米国 OCLC（米国の文献情報提供機関）

の ILL システムとが接続して、国際的な図書館間相
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互貸借（ILL）業務を行うシステムが構築され、平

成14年10月から正式に相互協力がスタートしまし

た。グローバル ILL フレームワーク（GIF：ジフと

発音します）と呼ばれるこの仕組みでは、依頼手続

きや料金の支払方法が簡便化されるなど、これまで

の課題が解決されています。この仕組みには、現在、

日本側 87 館、米国側 34 館が参加しており、平成

14 年度 1 年間（試行期間を含む）で日本側から約

300 件の文献複写、米国側から約 100 件の文献複写

がやり取りされています。（米国側の参加図書館の

リストは、

http://www.libra.titech.ac.jp/GIF/gif-JJAP.html

にありますのでご覧ください。） 

埼玉大学でも、今年 7 月から、このフレームワー

クに参加し、米国の大学図書館にも文献複写依頼が

できるようになりました。また、8 月からは図書の

現物貸借もできるようになっています。グローバル

ILL フレームワークに参加することによって、これ

までお断りせざるを得なかった文献入手依頼にも

対応できる可能性が高くなっております。ちなみに、

附属図書館が平成 13 年度 1 年間で、BLDSC（英国図 

書館原報提供センター）へ文献複写依頼したが謝絶

された総件数 49 件の資料のうち、グローバル ILL

フレームワーク参加大学に依頼すれば入手できた

と想定されるものが 27 件（55％）に上っており、

グローバル ILL フレームワーク利用の効果は十分

に期待できると考えています。皆さんからのたくさ

んの利用をお待ちしています。 

このグローバル ILL フレームワークは、校費の支

払いをする場合に利用できます。費用は、依頼先の

大学図書館によって異なりますが、1 論文当たり

1500 円から 4000 円程度とお考えください。利用に

当たってはこれまで同様、図書館のレファレンスカ

ウンターにお申込みください。 

一方、このグローバル ILL フレームワークに参加

することによって、本学が所蔵する資料に対して米

国大学図書館から文献複写が依頼されることも出

てきます。これに対しては積極的に対応することに

より、学術情報の海外への発信という形で本学の国

際協力を促進することにもなりますので、教職員の

皆さんのご理解とご協力をよろしくお願いいたし

ます。 

（情報サービス課）

事務系職員海外研修（タイ）報告 

 

永 井 康 友 
 

 平成１５年９月１６日(火)から９月２１日（日）

まで、本学の事務系職員海外研修の一環として、タ

イ王国タマサート大学及びチュランロンコーン大

学等を視察・見学した。以下は、その報告である。 

 

１．タイにおける大学の管理運営について 

（１）University Council 

チュラロンコーン大学での説明によれば、学長は

University Council が策定した方針に沿って、大

学の運営にあたっている。University Council は、

議長（前学長）の下で学長他の大学管理者６名、教

官から６名、学外識者６名により構成されており、

この Council により大学の意思決定が行われてい

る。 

University Council は、チュラロンコーン大学

だけでなく、タマサート大学等の各国立大学

http://www.libra.titech.ac.jp/GIF/gif-JJAP.html
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（Public Universities）でも同様に設置されてい

る。なお、国立大学２４校及び主要私立大学は、大

学省（Ministry of University Affairs）に管轄さ

れているが、これら以外の大学は、大学の教育・研

究内容等に応じて文部省（Ministry of Education）

の各部局（宗教、芸術、体育等）や農務省・防衛省

等の管轄下に置かれている。 

（２）法人化 

タイにおいては、大学ごとに法人化に対応してい

るとのことだったが、両大学ともまだ法人化に至っ

ていない。タマサート大学は、人文・社会科学系の

学部が多いため、法人化後の資金調達に不安があり、

なかなか踏み切れないようである。チュラロンコー

ン大学では、若手教官を中心に比較的気運が盛り上

っているとのことであった。 

２．図書館サービスとその財源 

 両大学の図書館における今後のサービス展開と

その財源確保の方途について、電子ジャーナルを中

心に説明を聞いた。 

タイにおいては、大学省が ThaiLIS(Thai Library 

Integrated System)という制度の下に、国立大学に

対してデータベース及び電子ジャーナルの供給援

助を行っている。現在利用できるサービスまたはプ 

ラットフォームは次のとおりである。 

・IEEE Xplore（電気・電子） 

・ERIC（教育） 

・ACM（コンピュータ） 

・Science Direct（全般） 

・Medline（医学） 

・MIT Cognet（認知科学） 

・H.W. Wilson Education Full Text（教育） 

・ABI/Inform Full Text（ビジネス・マネジメ

ント） 

・Dissertation Abstracts Online（全般） 

ThaiLISにより全文利用できる電子ジャーナルは、

約４千タイトルである。財源としては、大学や図書

館固有の予算からの持ち出し分もあるようだが、国

からの援助に負う部分が圧倒的に多いらしい。 

両大学とも、ThaiLIS 以外に独自で電子ジャーナ

ルの利用契約を結んで利用している。年々その金額

は増加しており、図書館予算に占める割合が大きく

なっている。財源確保の方途について詳しい説明を

受ける余裕は持てなかったが、一方法として、利用

頻度に応じてコスト・パフォーマンスの悪い電子ジ

ャーナルの契約を打ち切る措置を採っている。 

３．その他 

 埼玉・タマサート両大学土木工学関係学科の共催

セミナーが、タマサート大学ランシット・キャンパ

スの工学部で９月１８日(木)及び１９日（金）開催

されることに伴い、本学の工学部建設系・理工学研

究科環境制御専攻・地圏科学研究センターの教官及

び学生約２０名が、今回の海外研修と同時期にタマ

サート大学を訪れており、埼玉・タマサート両大学

の教官によるミーティングに同席する機会があっ

た。このミーティングでは、双方に旧知の教官がい

ることもあって、打ち解けた中にも真摯な意見交換

が行われたが、異なる研究環境等を乗り越えて、教

育・研究上のアイデアを出し合いながら交流する場

面を垣間見る貴重な経験を得ることができた。関係

教官、特に連絡調整・視察同行等にあたっていただ

いた本学地圏科学研究センターの風間先生に謝意

を表します。 

また、今回の海外研修全般にわたってお世話いた

だいた国際企画課、快く研修に送り出していただい

た附属図書館の職員の方々に謝意を表します。 

（附属図書館情報管理課 専門員） 

タマサート大学の Main Library である

Pridi Bhanomyong Library にて 
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本学教官等著作の寄贈図書（平成１２年４月～平成１５年１０月） 

 

 

金井  龍二（名誉教授） 

・ 植物生化学 シュプリンガー・フェアラーク東京, 2000 

 

田中  豊助（名誉教授） 

・ カント地震の原因 他五編  内田老鶴圃 , 2000 

 

松本 旭（名誉教授） 

・ 村上鬼城新研究  本阿弥書店, 2001 

・ 風雅の魔心  本阿弥書店 , 2002 

 

市橋 秀夫（教養学部） 

・ 「障害者」を生きる（翻訳） 青弓社, 2001 

 

大塚  秀見（教養学部） 

・ うちのお寺は真言宗  双葉社, 1997 

・ 真言宗のお経（監修） 双葉社, 2000 

・ 図解・別尊曼荼羅  大法輪閣, 2001 

 

岡崎  勝世（教養学部） 

・ キリスト教的世界史から科学的世界史へ  勁草

書房, 2000 

・ 世界史とヨーロッパ  講談社, 2003 

 

黒岩  裕（教養学部） 

・ 新・アメリカ研究入門 増補改訂版 成美堂, 2001 

 

佐々木 照央（教養学部） 

・ ラヴローフのナロードニキ主義歴史哲学  彩流

社, 2001 

 

新田 喜代見（教養学部） 

・ カンディンスキー展  NHK, 2002 

・ エルミタージュ美術館名品展 日本経済新聞社, 2001 

・ ロシア・アヴァンギャルドの陶芸  NHK, 2003 

 

花崎 泰雄（教養学部） 

・ 現代アジア最新事情 大阪経済法科大学出版部, 2002 

 

牧  陽一（教養学部） 

・ 中国現代戯曲集 １-３集 晩成書房, 1994-1998 

・ 現代中国詩集  思潮社, 1996 

・ アヴァン・チャイナ  木魂社, 1998 

・ 中国のプロパガンダ芸術  岩波書店, 2000 

 

元木 靖（教養学部） 

・ 地図で読む百年 関東 I, 関東 II  古今書院, 2003 

 

矢部 彰（教養学部） 

・ 森鴎外 教育の視座  近代文芸社, 1991 

・ 嗄れがれの声  近代文芸社, 1992 

・ 国語教室の窓  近代文芸社, 1994 

・ 森鴎外 明治四十年代の文学 近代文芸社, 1995 

・ 樋口一葉私論  近代文芸社, 1995 

 

山野 清二郎（教養学部） 

・ 本の中の川越  川越市 , 2002 

 

石戸 教嗣（教育学部） 

・ ルーマンの教育システム論 恒星社厚生閣, 2000 

 

岩川 直樹（教育学部） 

・ 「私」の思想家宮沢賢治  花伝社, 2000 

・ 感情の ABC  草土文化 , 2002 

 

金本 良通（教育学部） 

・ 算数科教育の基礎・基本  明治図書出版, 2001 

・ 算数が主役の総合的な学習実践プラン集  中学

年編, 高学年編  明治図書出版, 2001 

 

清水 寛（教育学部） 

・ ハンセン病療養所における子どもの生活・教

育・人権の歴史 １―２集  1999-2001 

 

丹沢 巧（教育学部） 

・ 古来の文様と色彩の研究  源流社, 2002 
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藤枝 静正（教育学部） 

・ 教育実習学の基礎理論研究  風間書房, 2001 

 

相澤 幸悦（経済学部） 

・ 現代資本主義の構造改革 ミネルヴァ書房, 2002 

 

新井 光吉（経済学部） 

・ ニューディールの福祉国家  白桃書房, 1993 

 

安藤 陽（経済学部） 

・ ロアルド・ダールの鉄道安全読本  日本経済評

論社, 2001 

 

一柳 良雄（経済学部） 

・ 一柳良雄のベンチャー入門教室  日本工業新聞

社, 2001 

 

岩辺 晃三（経済学部） 

・ 複式簿記の黙示録  徳間書店, 1994 

・ 天海・光秀の謎 改訂版  税務経理協会, 2002 

 

薄井 和夫（経済学部） 

・ アメリカマーケティング史研究 大月書店, 1999 

 

梅原 秀継（経済学部） 

・ 減損会計と公正価値会計  中央経済社, 2001 

 

岡部 恒治（経済学部） 

・ 考える力をつける数学の本 日本経済新聞社, 2001 

 

奥山 忠信（経済学部） 

・ 金の魅力金の魔力  社会評論社, 2002 

 

尾西 正美（経済学部） 

・ 成果主義・業績連動の報酬制度論 学文社, 2001 

 

菊池  英雄（経済学部） 

・ 小規模的大企業  新月文化事業, 2000 

 

後藤 和子（経済学部） 

・ 文化政策学  有斐閣, 2001 

菰田 文男（経済学部） 

・ 情報通信と技術連関分析  中央経済社, 1996 

・ 科学・技術と価値  多賀出版, 2000 

 

外岡 豊（経済学部） 

・ 都市環境学  森北出版, 2003 

 

西山 賢一（経済学部） 

・ 文化生態学の世界  批評社, 2002 

 

二宮  照興（経済学部） 

・ 動機の錯誤が不誠実な相手方に起因する場合に

ついて  新日本法規出版, 2000 

 

水野 浩雄（理学部） 

・ 天災予知は可能か  勁草書房, 1998 

 

川橋  正昭（工学部） 

・ ＰＩＶの基礎と応用  シュプリンガー・フェア

ラーク東京, 2000 

 

角田 史雄（工学部） 

・ 首都圏中北部の地質と地震動  2000 

 

西垣 功一（工学部） 

・ バイオベンチャーのすすめ  培風館, 2003 

 

伏見 譲（工学部） 

・ 生命の起源と進化の物理学  共立出版, 2003 

 

水野 毅（工学部） 

・ Proceedings, the 6th International 

Conference on Motion and Vibration Control.  

Japan Soc. Mech. Eng., 2002 

 

佐藤 邦明（地圏科学研究センター） 

・ 地下水理学  丸善, 2002 

 

田中  豊顕（共通教育） 

・ 雨のふるしくみ  岩崎書店, 1998 

 

ご恵贈誠にありがとうございました。今後もご刊行の節はご協力くださいますようお願いいたします。 
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１ 年 間 の で き ご と （平成 14 年 11 月～平成 15 年 11 月） 

 

委員会    

 14.12.19  附属図書館委員会（平成１４年度第３回） 

 15. 2.24  附属図書館委員会（平成１４年度第４回） 

 15. 5.27  附属図書館委員会（平成１５年度第１回） 

 15. 2. 5  図書館資料選定委員会（平成１４年度第３回） 

 15. 6. 9  図書館資料選定委員会（平成１５年度第１回） 

 15.11. 5  図書館資料選定委員会（平成１５年度第２回） 

事業等    

 14.11.28  卒論・修論のための文献検索講習会 

 15. 2. 3.- 2. 5 中学生体験チャレンジ事業プログラム受け入れ(さいたま市上大久保中学校) 

 15. 4. 1  学外者への貸出サービス開始 

 15. 4. 8- 4.16 新入生向けオリエンテーション 

 15. 4.24、10.28 新入生向けオリエンテーション（留学生向け） 

 15. 5.22  データベース講習会 

 15. 6.16- 6.18 中学生体験チャレンジ事業プログラム受け入れ(さいたま市上大久保中学校) 

 15. 7. 7  自動貸出装置による貸出サービス開始 

 15.11.11-11.13 中学生体験チャレンジ事業プログラム受け入れ(さいたま市大久保中学校) 

 15.11.27  卒論・修論準備文献検索講習会（入門編） 

学外会議等    

国立大学図書館協議会   

 14.11.26-11.27 第１５回東地区シンポジウム（千葉大学けやき会館） 

 15. 6.25- 6.26 第５０回記念総会（大宮ソニックシティ 小ホール） 

関東地区国立大学図書館協議会   

 15. 4.24  第５９回総会（山梨大学情報メディア館） 

 15.10.23-10.24 第３７回研修会（埼玉大学附属図書館） 

 15.11.12  第３６回事務（部・課）長会議（宇都宮大学附属図書館） 

埼玉県大学・短期大学図書館協議会   

 14.11.14  第１４回実務担当者研修会（東洋大学図書館朝霞分館） 

 15. 3.28  平成１４年度第３回幹事会（東洋大学図書館朝霞分館） 

 15. 4.23  平成１４年度第４回幹事会（東洋大学図書館朝霞分館） 

 15. 6. 4  第１６回総会（埼玉大学大学会館） 

 15. 7.17  平成１５年度第１回幹事会（東洋大学図書館朝霞分館） 

 15.10. 3  平成１５年度第２回幹事会（東洋大学図書館朝霞分館） 

 15.11. 6  第１５回実務担当者研修会（跡見学園女子大学図書館） 

埼玉県図書館協会   

 15. 5.30  平成１５年度理事会（埼玉会館） 

 15. 6.13  平成１５年度総会（埼玉教育会館） 

 15. 9.25  平成１５年度常任理事会（埼玉会館） 

その他   

 15. 1.23  平成１４年度国立大学附属図書館事務部長会議（ホテルグランヴェール岐山） 

 15. 5.28  平成１５年度国立大学附属図書館事務部課長会議（東京医科歯科大学） 

埼玉大学附属図書館報 「む さ し の」電子版 第１号      平成 15 年 11 月発行 

編集発行 埼玉大学附属図書館 〒338-8570 さいたま市桜区下大久保 255 電話 048(858)3666 

ＵＲＬ http://www.lib.saitama-u.ac.jp/
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